







































































画面向って右側は、上部に羽越線が伸び、 H1 青森、下部は G2
守門山、 H2 阿賀野渓谷として、谷間を進む磐越西線は欄外で
至郡山とされる。なお、日本海上をみると、 F1 寺泊、 G1 新潟




及び信越本線が A2 東京－ A2 高崎－A2 欄外上田－A2 欄外長
野－ A2 欄外 豊野－ A1 田口－ A1 関山－ A1 新井－ A1 高田－
A1 直江津－ B1 柏崎－ B1 来迎寺－ C2 宮内－ D2 長岡－ G2 城
岡－ G1 見附－ G1 三条－ G1 東三条－ G1 加茂－ H1 新津－ H1
新潟、北陸本線は A1 直江津－ A1 富山－ A1 欄外至大阪）、上
越線は A2 高崎－ A2 新前橋－ A2 土合信号所－ A2 土樽信号所
－ A2 湯沢－ A2 石打－ B2 六日町－ B2 五日町－ B2 浦佐－ B2
小出－ B2 堀之内－ B2 川口－ B2 東小千谷－ B2 越後滝谷－ C2
宮内、越後線が B1 柏崎－ B1 比角－ C1 刈羽－ C1 西山－ D1 石
地－ D1 出雲崎－ E1 妙法寺－ E1 桐原－ F1 寺泊－ F1 大河津－
G1 地蔵堂－ G1 西吉田－ G1 巻－ G1 白山、魚沼線が B1 来迎寺
－ B2 小千谷、飯山線が B2 川口－ B2 十日町、弥彦線は G1 弥
彦－ G1 西吉田－ G1 燕－ G1 東三条－ G2 越後長沢、羽越線が
H1 新津－ H1 新発田－ H1 村上－ H1 青森、磐越西線が H1 新津
－ H1 五泉－ H2 栗嶽－ H2 至郡山、赤谷線が H1 新発田－ H1 赤
谷とする。私鉄線は、頸城鉄道が A1 直江津－ B1 浦川原、飯山
鉄道が B2 十日町－A2 欄外豊野₂、長岡鉄道が B1 来迎寺－ C1
西長岡－ C1 日越－ C1 上除－ C1 越後関原－ D1 王寺川－ E1
脇野町－ E1 槙原－ F1 上与板－ F1 与板－ F1 岩方－ F1 町軽井
－ F1 大河津－ F1 寺泊、栃尾鉄道が D2 悠久山駅－ D2 四郎丸
駅－ D2 長岡－ E2 神田口－ F2 下長岡－ G2 上見付－ H2 栃尾、
蒲原鉄道が G1 加茂－ H1 五泉とする。町並みでは、長岡市内が
特に詳細に描かれ、 D1-E1 博覧会会場の建物を中心に、 D2 長
岡駅、 D2 公会堂、 D2 互尊文庫、 D2 警察署、 D2 商工会議所、
D2 市役所、 C1 裁判所、 D2 郵便局、 D2 電話局、 E2 取引所、
D1 六十九銀行、 C2 機関庫、 D2 高等工業学校、 C2 工業学校、
F2 高等女学校、 F2 女子師範学校、 E2 農事試験場、 E2 試験
場原種圃、 D2 中学校、 C2 千手小学校、 D1 中島小学校、 D1
盲唖学校、 D1 表町小学校、 D2 実業女学校、 D2 四郎丸小学校、
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E2 神田小学校、 E1 川崎小学校、 F1 北越製紙会社、 F1 蔵王
カーバイト工場、 G1 大河津分水堰などは建物輪郭や色まで描
き分けられている。但し、主要な社寺である D2 蒼紫神社、 D2
招魂社、 D1 平潟神社、 C2 千手観音、 E2 栄涼寺、 D2 昌福寺、
E2 万才閣、 F1 金峯神社、 G1 本成寺、 G2 石動神社、 G1 弥彦




















































A1 親不知、 B1 米山、 F1 佐渡、 H1 笹川流、 H1 青森を記し、
更にF1/G1佐渡、 H1 函館、 F1 朝鮮、 H1 浦塩への航路を記す
ものである。
・鳥瞰図『長岡市大観図』における文字表記の方法
























































番号 位置 名称 種類 文字の色 枠の形と色
1 A 1 欄外 至大阪 国鉄駅 黒 ○
2 A 1 能登 地名 黒 □
3 A 1 親不知 地名 黒 □
4 A 1 春日山 地名 黒 □
5 A 1 五智国分寺 寺院 黒 □
6 A 1 直江津 国鉄駅 黒 ○
7 A 1 富山 国鉄駅 黒 ○
8 A 1 越後アルプス 山岳 黒 □
9 A 1 妙高山 山岳 黒 □
10 A 1 高田 国鉄駅 黒 ○
11 A 1 新井 国鉄駅 黒 ○
12 A 1 赤倉温泉 地名 黒 □
13 A 1 関山 国鉄駅 黒 ○
14 A 2 田口 国鉄駅 黒 ○
15 A 2 欄外 豊野 国鉄駅 黒 ○
16 A 2 苗場山 山岳 黒 □
17 A 2 七ツ釜滝 滝 黒 □
18 A 2 欄外 長野 国鉄駅 黒 ○
19 A 2 石打 国鉄駅 黒 ○
20 A 2 湯沢 国鉄駅 黒 ○
21 A 2 土樽信号所 信号所 黒 ○
22 A 2 清水トンネル 隧道 黒 □
23 A 2 土合信号所 信号所 黒 ○
24 A 2 欄外 上田 国鉄駅 黒 ○
25 A 2 新前橋 国鉄駅 黒 ○
26 A 2 高崎 国鉄駅 黒 ○
27 A 2 東京 国鉄駅 白 ●
28 B 1 米山 山岳 黒 □
29 B 1 柏崎 国鉄駅 黒 ○
30 B 1 比角 国鉄駅 黒 ○
31 B 1 浦川原 国鉄駅 黒 ○
32 B 1 松ノ山温泉 温泉 黒 □
33 B 1 来迎寺 国鉄 / 長岡鉄道駅 黒 ○
34 B 2 信ノ川水力千手発電所 発電所 黒 □
35 B 2 小千谷 国鉄駅 黒 ○
36 B 2 十日町 国鉄駅 黒 ○
37 B 2 東小千谷 国鉄駅 黒 ○
38 B 2 榎峠古戦場 史跡 黒 □
39 B 2 越後滝谷 国鉄駅 黒 ○
40 B 2 川口 国鉄駅 黒 ○
41 B 2 毘沙門 寺院 黒 □
42 B 2 堀之内 国鉄駅 黒 ○
43 B 2 鷺巣定正院 寺院 黒 □
44 B 2 闘牛地二十村 地名 黒 □
45 B 2 栃尾又温泉 温泉 黒 □
46 B 2 小出 国鉄駅 黒 ○
47 B 2 浦佐 国鉄駅 黒 ○
48 B 2 五日町 国鉄駅 黒 ○
49 B 2 六日町 国鉄駅 黒 ○
50 B 2 塩沢 国鉄駅 黒 ○
51 B 2 雲洞庵 寺院 黒 □
52 B 2 八海山 山岳 黒 □
53 B 2 銀山平渓谷 渓谷 黒 □
54 C 1 刈羽 国鉄駅 黒 ○
55 C 1 西山油田 施設 黒 □
56 C 1 西山 国鉄駅 黒 ○
57 C 1 越後関原 長岡鉄道駅 黒 ○
58 C 1 上除 長岡鉄道駅 黒 ○
59 C 1 日越 長岡鉄道駅 黒 ○
60 C 1 花火 行事 黒 □
61 C 1 西園寺公宿陣跡 旧跡 黒 □
62 C 1 西長岡 長岡鉄道駅 黒 ○
63 C 1 長生橋 橋梁 黒 □
64 C 1 裁判所 施設 黒 □
65 C 1 文治遊郭 施設 黒 □
66 C 1 長盛座 施設 黒 □
67 C 1 みやこ館 施設 黒 □
68 C 1 千手小学校 学校 黒 □
69 C 2 千手観音 寺院 黒 □
70 C 2 税務署 施設 黒 □
71 C 2 工業学校 学校 黒 □
72 C 2 機関庫 施設 黒 □
73 C 2 操車場 施設 黒 □
74 C 2 宮内 国鉄駅 黒 ○
75 D 1 石地 国鉄駅 黒 ○
76 D 1 出雲崎 地名 黒 □
77 D 1 出雲崎 国鉄駅 黒 ○
78 D 1 油田 施設 黒 □
79 D 1 王寺川 長岡鉄道駅 黒 ○
80 D 1 水道塔 施設 黒 □
81 D 1 中島小学校 学校 黒 □
82 D 1 盲唖学校 学校 黒 □
83 D 1 長岡座 施設 黒 □
84 D 1 長岡銀行 施設 黒 □
85 D 1 平潟神社 神社 黒 □
86 D 1 越佐新報社 施設 黒 □
87 D 1 赤十字病院 施設 黒 □
88 D 1 市役所 施設 黒 □
89 D 1 北越新報社 施設 黒 □
90 D 1 六十九銀行 施設 黒 □
91 D 1 郵便局 施設 黒 □
92 D 1 表町小学校 学校 黒 □
93 D 1 電話局 施設 黒 □
94 D 2 商工会議所 施設 黒 □
95 D 2 警察署 施設 黒 □
96 D 2 長岡貯蓄銀行 施設 黒 □
97 D 2 坂ノ上小学校 学校 黒 □
98 D 2 長岡日報社 施設 黒 □
99 D 2 実業女学校 学校 黒 □
100 D 2 建設事務所 施設 黒 □
101 D 2 互尊文庫 施設 黒 □
102 D 2 公会堂 施設 黒 □
103 D 2 宝田公園 公園 黒 □
104 D 2 長岡城址 旧跡 黒 □
105 D 2 長岡 地名・国鉄駅 白 ●
106 D 2 四郎丸小学校 学校 黒 □
107 D 2 昌福寺 寺院 黒 □
108 D 2 中学校 学校 黒 □
109 D 2 四郎丸駅　 栃尾鉄道駅 黒 ○
110 D 2 高等工業学校 学校 黒 □
111 D 2 変電所 施設 黒 □
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112 D 2 動物園 施設 黒 □
113 D 2 プール 施設 黒 □
114 D 2 悠久山駅 栃尾鉄道駅 黒 ○
115 D 2 スキー場 施設 黒 □
116 D 2 飛艇峯 施設 黒 □
117 D 2 悠久山公園 公園 黒 □
118 D 2 蒼紫神社 神社 黒 □
119 D 2 招魂社 神社 黒 □
120 E 1 小木城 地名 黒 □
121 E 1 島崎村 地名 黒 □
122 E 1 良寛ノ墓 旧跡 黒 □
123 E 1 妙法寺 国鉄駅 黒 ○
124 E 1 桐原 国鉄駅 黒 ○
125 E 1 脇野町 国鉄駅 黒 ○
126 E 1 槙原 国鉄駅 黒 ○
127 E 1 博覧会場 施設 黒 □
128 E 1 天然瓦斯会社 施設 黒 □
129 E 1 取引所 施設 黒 □
130 E 1 電気館 施設 黒 □
131 E 1 神田小学校 学校 黒 □
132 E 2 河井継之助之故宅 旧跡 黒 □
133 E 2 栄涼寺 寺院 黒 □
134 E 2 河井継之助ノ墓 名勝 黒 □
135 E 2 万才閣 寺院 黒 □
136 E 2 神田口 栃尾鉄道駅 黒 ○
137 E 2 農事試験場 施設 黒 □
138 E 2 川崎小学校 学校 黒 □
139 E 2 火葬場 施設 黒 □
140 E 2 試験場原種圃 施設 黒 □
141 F 1 朝鮮行 航路 白 ■
142 F 1 第二会場水族館 施設 黒 □
143 F 1 佐渡 地名 黒 □
144 F 1 国上山 山岳 黒 □
145 F 1 良寛上人五合庵 旧跡 黒 □
146 F 1 寺泊 長岡鉄道駅 黒 ○
147 F 1 大河津 国鉄 / 長岡鉄道駅 黒 ○
148 F 1 上与板 長岡鉄道駅 黒 ○
149 F 1 与板 長岡鉄道駅 黒 ○
150 F 1 岩方 長岡鉄道駅 黒 ○
151 F 1 町軽井 長岡鉄道駅 黒 ○
152 F 1 大河津着船場 施設 黒 □
153 F 1 蔵王城址 旧跡 黒 □
154 F 1 金峰神社 神社 黒 □
155 F 1 北越製紙会社 施設 黒 □
156 F 1 蔵王カーバイト工場 施設 黒 □
157 F 2 高等女学校 学校 黒 □
158 F 2 家政女学校 学校 黒 □
159 F 2 女子師範学校 学校 黒 □
160 F 2 下長岡 栃尾鉄道駅 黒 ○
161 F 2 成願寺鉱泉 鉱泉 黒 □
162 G 1 弥彦神社 神社 黒 □
163 G 1 弥彦 国鉄駅 黒 ○
164 G 1 地蔵堂 国鉄駅 黒 ○
165 G 1 大河津分水堰 施設 黒 □
166 G 1 西吉田 国鉄駅 黒 ○
167 G 1 巻 国鉄駅 黒 ○
168 G 1 鐙潟 湖沼 黒 □
169 G 1 佐渡行 航路 白 ■
170 G 1 新潟港 港湾 黒 □
171 G 1 白山 国鉄駅 黒 ○
172 G 1 中ノ口川 河川 黒
173 G 1 信濃川 河川 黒
174 G 1 燕 国鉄駅 黒 ○
175 G 1 本成寺 寺院 黒 □
176 G 1 今町凧合戦 行事 黒 □
177 G 1 伊藤道右エ門墓 旧跡 黒 □
178 G 1 見附 国鉄駅 黒 ○
179 G 1 三条 国鉄駅 黒 ○
180 G 1 五十嵐川 河川 黒
181 G 1 東三条 国鉄駅 黒 ○
182 G 1 伊久礼門之森 名勝 黒 □
183 G 1 加茂 国鉄 / 蒲原鉄道駅 黒 ○
184 G 2 城岡 国鉄駅 黒 ○
185 G 2 刈谷田川 河川 黒
186 G 2 八丁沖古戦場 旧跡 黒 □
187 G 2 見附町 地名 黒 □
188 G 2 上見附 栃尾鉄道駅 黒 ○
189 G 2 大面天然瓦斯 施設 黒 □
190 G 2 越後長澤 国鉄駅 黒 ○
191 G 2 東山油田 施設 黒 □
192 G 2 宮路 地名 黒 □
193 G 2 石動神社 神社 黒 □
194 G 2 守門山 山岳 黒 □
195 G 2 上杉謙信修養地 旧跡 黒 □
196 H 1 青森 国鉄駅 黒 ○
197 H 1 笹川流 地名 黒 □
198 H 1 瀬波温泉 温泉 黒 □
199 H 1 函館ヨリ 航路 白 ■
200 H 1 浦塩行 航路 白 ■
201 H 1 加治川ノ桜 名勝 黒 □
202 H 1 村上 国鉄駅 黒 ○
203 H 1 新潟 国鉄駅 黒 ○
204 H 1 阿賀野川 河川 黒
205 H 1 福島潟 湖沼 黒 □
206 H 1 新発田 国鉄駅 黒 ○
207 H 1 新津 国鉄駅 黒 ○
208 H 1 出湯温泉 温泉 黒 □
209 H 1 月岡温泉 温泉 黒 □
210 H 1 羽生田 国鉄駅 黒 ○
211 H 1 田上繋榧 名勝 黒 □
212 H 1 小合村チューリップ 名産 黒 □
213 H 1 村杉温泉 温泉 黒 □
214 H 1 赤谷温泉 温泉 黒 □
215 H 1 赤谷 国鉄駅 黒 ○
216 H 1 村松 蒲原鉄道駅 黒 ○
217 H 1 五泉 国鉄 / 蒲原鉄道駅 黒 ○
218 H 2 栗嶽 山岳 黒 □
219 H 2 阿賀野渓谷 渓谷 黒 □
220 H 2 栃尾 栃尾鉄道駅 黒 ○











































































































































































隅が円弧の壁と塔があり、背面に ｢ ライトインキ ｣｢ パイロット




























































合計 10 22 10
126　昭和６（1931）年刊行 『長岡大観』について
和₆（ 1931 ）年₅月中旬に “博覧会鳥瞰図” の作成が予定されて
いた 41。実際には昭和₆（ 1931 ）年₅月₆日に行われた宣伝部の
会議において “鳥瞰図作成其他” が議題となり、この案件は可決
された 42。以後における経過の詳細は明らかではないが、₇月
15 日には “鳥瞰図” 17,000 枚の印刷が決まり 43、“絵葉書” は₇








































































































































































































































































































₄ 長岡市：会誌　附録 48 頁、前掲、によれば星山の部長及び
課長への就任は昭和₅（1930 ）年 12 月₁日とあるが、₃月₁
日の誤植であろう。誤植の原因は恐らく、原稿の段階にお
いて縦書きで “三月” とあったものを “一二月” と読んだた
めと考えられる。 













₇ 長岡市：会誌 139 頁、前掲
₈ 長岡市：会誌、上越線全通記念博覧会第一会場図（長岡市）、
前掲
₉ 長岡市：会誌 142 頁、前掲
10 長岡市：会誌 140 頁、前掲
11 長岡市：会誌 141 頁、前掲
12 長岡市：会誌 142 頁、前掲
13 長岡市：会誌 140 頁、前掲
14 長岡市：会誌、「全景（開会式当日朝日機撮影）」写真、前掲
15 長岡市：会誌 142 頁、前掲
16 長岡市：会誌 146 頁、前掲
17 長岡市：会誌 326 頁、前掲。“径十数尺歪形の外面は無数の
鏡の切子となり其回転に伴つて赤紫とり〴の光影を遠く映
発する” とある。
18 長岡市：会誌 144 頁、前掲
19 長岡市：会誌 143 頁、前掲
20 長岡市：会誌 141 頁、前掲
21 長岡市：会誌 150 頁、前掲
22 長岡市：会誌 337 頁、前掲
23 長岡市：会誌 145 頁、前掲
24 長岡市：会誌 149 頁、前掲
25 長岡市：会誌 145 頁、前掲
26 長岡市：会誌 345 頁、前掲
27 長岡市：会誌 140-141 頁、前掲
28 長岡市：会誌 139 頁、前掲。なお、塔屋の名称の内、東側
は報告書にも適当なものがなく、“東塔屋₁” “東塔屋₂” と
した。
29 長岡市：会誌 140 頁、前掲
30 長岡市：会誌 354、420 頁、前掲
31 長岡市：会誌 144-145 頁、前掲
32 長岡市：会誌 142 頁、前掲
33 長岡市：会誌 357 頁、前掲
34 長岡市：会誌 146 頁、前掲
35 長岡市：会誌 358 頁、前掲
36 長岡市：会誌 365 頁、前掲
37 長岡市：会誌 144 頁、前掲
38 長岡市：会誌 144 頁、前掲
39 長岡市：会誌 367 頁、前掲
40 長岡市：会誌 367 頁、前掲
41 長岡市：会誌 53-55 頁、前掲
42 長岡市：会誌 113 頁、前掲
43 長岡市：会誌　附録 17 頁、前掲
44 長岡市：会誌　附録 18 頁、前掲
45 長岡市：会誌　附録 19 頁、前掲














48 長岡市：会誌 451 頁、前掲。なお、₃行目の “仝” とは、発
行者が “上越博覧会” であることを示す。
49 長岡市：会誌　450 頁、前掲
50 長岡市：会誌　附録 18 頁、前掲
51 長岡市：会誌　297 頁、前掲
52 長岡市：会誌　附録 17 頁、前掲。附録の日誌において昭和
₆（ 1931 ）年₄月 28 日の欄に、“長岡駅長ヘ地図　鳥瞰写真
　会場写真等星山ヨリ掲示” とある。




56 長岡市：会誌　附録 16 頁、前掲
57 長岡市：長岡市と近郊、序、昭和 6（1931 ）.8
58 長岡市：長岡市と近郊、凡例、昭和 6（1931 ）.8
59 長岡市：会誌　450 頁、前掲
60 藤本一美：初三郎と同時代を生きた鳥瞰図絵師たち、別冊
太陽　大正・昭和の鳥瞰図絵師　吉田初三郎のパノラマ図、
平凡社、平成 14（2002 ）.10






